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日
本
は
高
齢

化
社
会
だ
と
い

う
が
、
高
齢
者

が
受
け
入
れ
ら

れ
た
社
会
と
は
言
い
が
た

い
。

　

歯
ブ
ラ
シ
を
例
に
し
て
み

よ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
の
メ
ー
カ

ー
は
似
た
よ
う
な
新
製
品
を

次
々
に
発
売
す
る
。
し
か

し
、
商
品
棚
に
並
ん
で
い
る

歯
ブ
ラ
シ
は
、
ど
れ
も
20
本

以
上
歯
の
揃
っ
て
い
る
人
が

使
い
や
す
い
よ
う
に
で
き
て

い
る
。
少
数
歯
残
存
の
年
寄

り
に
は
全
歯
用
の
歯
ブ
ラ
シ

は
使
い
勝
手
が
悪
い
。
歯
牙

喪
失
の
理
由
は
食
習
慣
や
加

齢
か
ら
遺
伝
的
要
素
ま
で
多

彩
で
、
歯
ブ
ラ
シ
は
口
腔
衛

生
の
一
手
段
に
過
ぎ
な
い
か

ら
、
こ
の
程
度
の
大
雑
把
さ

で
い
い
と
い
う
の
だ
ろ
う

か
。

　

高
齢
社
会
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
定
食
メ

ニ
ュ
ー
と
同
様
で
、
歯
ブ
ラ

シ
の
デ
ザ
イ
ン
も
年
寄
り
は

念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
。

　

高
齢
化
社
会
か
ら
高
齢
社

会
へ
推
移
す
る
間
に
、
高
齢

者
の
生
理
か
ら
心
理
ま
で
多

く
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き

た
。
脳
の
役
割
と
老
化
劣
化

の
仕
組
み
も
詳
細
に
分
か
っ

て
き
た
が
、「
年
の
せ
い
」

に
さ
れ
る
の
を
納
得
で
き
な

い
患
者
家
族
は
多
い
。

今日の数字

987人
　平成28年度歯科技工士国家
試験合格者数。平成14年度以
降、１千人を割ったのは初。

差
額
徴
収
の
社
会
問
題
化

保険で良い歯科を求めて

過去

未来
現在現在

②・

・
宇
佐
美
宏
保
団
連
歯
科
代
表
に
聞
く

―
財
源
に
お
け
る
医
科
と
歯

科
の
違
い
は
。

　

厚
労
省
に
よ
る
低
診
療
報

酬
、
低
医
療
費
政
策
は
医
科

に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
っ

た
。医
科
に
お
い
て
も
、決
し

て
一
つ
ひ
と
つ
の
医
療
行
為

が
適
正
な
点
数
に
設
定
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
医

科
と
歯
科
の
違
い
は
、
低
い

診
療
報
酬
を
ど
こ
で
補
完
す

る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

　

医
科
は
、「
薬
価
差
益
」

で
補
完
す
る
。
厚
労
省
は
、

薬
剤
の
原
価
に
上
乗
せ
し
た

薬
価
を
保
険
収
載
し
、
こ
の

「
差
益
」
を
潜
在
的
な
技
術

料
と
し
て
保
険
診
療
の
枠
内

に
財
源
と
し
て
設
け
た
。
そ

の
一
方
で
、
歯
科
は
自
費
診

療
容
認
で
補
完
し
よ
う
と
し

た
。
つ
ま
り
、
保
険
内
に
財

源
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、

患
者
の
負
担
で
賄
わ
せ
る
も

の
だ
っ
た
。

―
自
費
診
療
容
認
で
歯
科
界

は
ど
こ
へ
向
か
っ
た
か
。

　

70
年
代
に
は
高
額
な
医
療

費
を
請
求
す
る
歯
科
医
師
の

存
在
が
社
会
問
題
と
な
っ

た
。
当
時
、
歯
科
で
は
自
費

診
療
費
か
ら
保
険
給
付
内
の

類
似
医
療
行
為
点
数
を
引
い

た
差
額
分
を
患
者
か
ら
徴
収

す
る
差
額
徴
収
が
認
め
ら
れ

て
い
た
。
一
部
の
歯
科
医
師

に
よ
る
制
度
の
濫
用
が
社
会

的
な
批
判
を
呼
び
、
住
民
運

動
に
発
展
し
た
。

　

政
府
は
世
論
を
受
け
差
額

徴
収
を
廃
止
す
る
。
そ
の
一

方
で
、「
保
険
給
付
外
の
材

料
使
用
に
よ
る
自
費
診
療
の

取
り
扱
い
」（
51
年
通
知
・

１
９
７
６
年
・
資
料
）
で
、

保
険
給
付
外
の
材
料
に
よ
る

歯
冠
修
復
や
欠
損
補
綴
、
歯

冠
修
復
で
は
歯
冠
形
成
（
支

台
築
造
含
む
）
以
降
、
欠
損

補
綴
で
は
、
補
綴
時
診
断
以

降
を
保
険
給
付
外
と
し
た
。

制
限
こ
そ
さ
れ
た
も
の
の
実

質
的
に
「
混
合
診
療
」
は
延

命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

差
額
問
題
は
政
府
が
明
治

以
来
、
歯
科
医
療
を
全
面
的

に
民
間
に
委
ね
た
う
え
に
、

医
療
保
険
制
度
の
中
で
不
当

に
低
く
評
価
し
、
特
に
補
綴

に
つ
い
て
は
著
し
く
低
い
評

価
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
問

題
の
本
質
が
あ
っ
た
。

　

技
工
士
と
歯
科
医
師
が
対

立
す
る
「
歯
科
技
工
問
題
」

も
こ
こ
に
発
端
が
あ
る
。
歯

科
技
工
士
の
経
済
的
困
窮
と

離
職
は
、
今
も
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

差
額
問
題
の
主
な
教
訓

は
、
国
民
の
世
論
が
政
府
の

歯
科
医
療
政
策
を
変
更
さ
せ

た
こ
と
だ
。
国
民
の
医
療
要

求
に
沿
い
な
が
ら
、
歯
科
医

学
・
技
術
の
到
達
点
を
基
礎

に
、
歯
科
開
業
医
の
要
求
を

明
確
に
す
る
運
動
こ
そ
、
発

展
の
展
望
が
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。

 

（
つ
づ
く
）

「51年通知」
　歯科領域の差額徴収の廃止に伴い、保険
給付外の材料等による歯冠修復及び欠損補
綴は保険給付外の治療となるが、この取り
扱いについては、当該治療を患者が希望し
た場合に限り、歯冠修復にあっては、歯冠
形成（支台築造を含む）以降、欠損補綴に
あっては、補綴時診断以降を保険給付外の
取り扱いとするものである。
　なお、保険医療機関は、当該治療を行っ
た場合は、社会保険に係る歯科診療録の
「備考」欄に自費診療へ移行等がその旨判
るように記載を行う。

（昭和51・７・29保文発352）
（昭和51・11・26保険発115）

「いつでも頭と胸に憲法を」と訴
える國本氏＝13日、Ｍ&Ｄホール

福祉医療費助成（障がい者、高齢者）の負担増

現行制度 改悪案

受診 １回500円 １回500円

調剤薬局 なし １回500円

１カ月の上限 2500円 3000円

１医療機関での
１カ月の上限

２回分
（1000円）

3000円で調整？
（附帯決議）

※ひとり親、乳幼児は現行のまま。

　

府
の
福
祉
医
療
制
度
は
、

障
が
い
者
や
ひ
と
り
親
、
就

学
前
の
子
ど
も
、
老
人
を
対

　

老
人
医
療
の
廃
止
や
障
が
い
者
の
負
担
増
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
大
阪
府
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
「
見
直
し
」
案

を
府
が
固
め
た
こ
と
を
受
け
、
協
会
や
障
が
い
者
団
体
、

高
齢
者
団
体
な
ど
で
つ
く
る
「
福
祉
医
療
の
拡
充
を
求
め

る
大
阪
実
行
委
員
会
」
は
23
日
に
府
庁
内
で
会
見
し
、
負

担
引
き
上
げ
に
反
対
し
、
制
度
の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
る

声
明
を
発
表
し
た
。

象
に
入
通
院
費
の
一
部
を
助

成
。「
見
直
し
」
案
は
対
象

者
外
し
と
負
担
増
が
主
な
内

容
。

　

対
象
者
外
し
で
は
老
人
医

療
を
廃
止
し
、
重
度
障
が
い

者
医
療
に
再
編
す
る
に
伴

い
、
65
歳
以
上
の
▽
結
核
患

者
▽
「
軽
度
」
難
病
者
▽
１

級
以
外
の
精
神
疾
患
―
を
助

成
か
ら
外
す
。

　

負
担
増
で
は
、
１
カ
月
の

上
限
を
現
行
の
２
５
０
０
円

か
ら
３
千
円
に
、
調
剤
薬
局

で
の
負
担
を
現
行
ゼ
ロ
か
ら

１
回
５
０
０
円
に
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
る
。
１
医
療
機
関

で
の
１
カ
月
の
上
限
（
２
回

分
１
千
円
）
も
撤
廃
す
る
。

な
お
、
ひ
と
り
親
家
庭
と
乳

幼
児
の
自
己
負
担
は
現
行
制

度
に
据
え
置
く
。
府
は
２
０

１
８
年
４
月
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

附
帯
決
議
と

経
過
措
置

　

な
お
、
対
象
か
ら
外
さ
れ

る
高
齢
者
は
、
３
年
間
の
経

過
措
置
期
間
を
設
け
る
。

　

ま
た
、
議
会
で
は
「
見
直

し
」
案
に
対
し
、
附
帯
決
議

で
①
医
療
機
関
上
限
３
千
円

で
止
め
る
調
整
に
努
力
す

る
、
②
自
動
償
還
の
措
置
を

講
じ
る
、
③
上
記
２
点
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
盛
り

込
ん
だ
。

運
動
が
押
し
返
す

　

当
初
の
改
悪
案
で
は
、
子

ど
も
、
ひ
と
り
親
、
老
人
、

障
が
い
者
の
府
福
祉
医
療
全

制
度
を
対
象
に
▽
１
カ
月
当

た
り
の
負
担
上
限
を
４
５
０

　

協
会
は
13
日
、
気
軽
な
雰

囲
気
で
憲
法
を
学
ぶ
「
憲
法

カ
フ
ェ
」
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
催
。
國
本
依
伸
弁
護
士

（
明
日
の
自
由
を
守
る
若
手

弁
護
士
の
会
）
を
講
師
に
、

31
人
が
参
加
し
た
。

　

國
本
氏
は
、
皆
保
険
制
度

が
な
い
ア
メ
リ
カ
の
医
療
と

憲
法
の
意
義
に
つ
い
て
解

説
。
①
ア
メ
リ
カ
で
は
、
民

間
保
険
に
よ
っ
て
医
療
費
を

賄
う
た
め
、
貧
困
や
既
往
症

に
よ
り
保
険
を
購
入
で
き

ず
、
疾
病
が
重
症
化
し
、
死

亡
す
る
例
が
跡
を
絶
た
な
い

こ
と
②
オ
バ
マ
ケ
ア
に
よ
っ

て
、
全
国
民
が
民
間
保
険
に

入
れ
る
よ
う
目
指
し
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
っ
て
白

紙
に
戻
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
―
を
紹
介
。
國
本
氏

は
、
こ
の
よ
う
に
国
民
が
医

療
を
受
け
ら
れ
ず
、
選
挙
結

果
ひ
と
つ
で
制
度
が
大
き
く

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
憲
法

が
権
利
を
保
障
し
て
い
な
い

か
ら
だ
と
説
明
。
日
本
の
皆

保
険
制
度
は
、
憲
法
25
条
の

上
に
成
り
立
つ
こ
と
を
強
調

し
た
。

　

ま
た
、
國
本
氏
は
自
民
党

の
改
憲
草
案
が
実
質
的
な
憲

法
廃
止
を
狙
う
も
の
だ
と
批

判
。
憲
法
は
本
来
権
力
を
縛

る
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
巧
み
に
表
現
を
置
き
換

え
、
国
民
の
人
権
を
制
限
す

る
も
の
に
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
。

　

憲
法
は
、
国
民
の
個
性
と

人
間
性
の
保
障
が
根
底
に
あ

り
、
生
存
権
や
平
和
主
義
な

ど
に
派
生
し
て
い
る
。
改
憲

で
は
な
く
、
憲
法
を
活
か
し

た
政
治
を
取
り
戻
す
こ
と
が

重
要
だ
と
締
め
く
く
っ
た
。

０
円
▽
医
療
機
関
ご
と
の
上

限
を
撤
廃
▽
調
剤
薬
局
で
も

１
回
５
０
０
円
を
徴
収
▽
17

年
11
月
か
ら
の
実
施
―
と
な

っ
て
い
た
。
協
会
も
参
加
す

る
「
福
祉
医
療
の
拡
充
を
求

め
る
大
阪
実
行
委
員
会
」

が
、
昨
秋
か
ら
署
名
６
万
８

千
筆
を
短
期
間
で
集
め
、
自

治
体
か
ら
意
見
書
を
あ
げ
さ

せ
る
な
ど
、
府
民
の
反
対
の

声
が
改
悪
を
押
し
返
し
た
。

　

発
表
し
た
声
明
は
、「
見

直
し
」
計
画
が
、
障
が
い
・

難
病
を
も
っ
た
人
が
く
ら
し

・
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に

必
要
な
医
療
を
受
け
る
権
利

を
〝
受
益
〞
と
捉
え
て
、
負

担
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
批

判
。「
憲
法
25
条
の
精
神
に

基
づ
き
制
度
を
構
築
す
る
こ

と
は
行
政
と
し
て
の
務
め
で

あ
る
」
と
指
摘
し
、
利
用
者

負
担
の
強
化
や
制
度
対
象
者

を
絞
り
込
む
今
回
の
「
見
直

し
」
に
抗
議
し
、
抜
本
的
拡

充
を
求
め
て
い
る
。

府福祉医療費

福
祉
医
療
の
拡
充
を
求
め
る

大
阪
実
行
委
員
会 

制
度
の
抜
本
的
拡
充
こ
そ

利
用
者
外
し
と
負
担
増
に
抗
議

気軽に学ぶ「憲法カフェ」

若手弁護士が憲法の意義語る
〝25条あっての皆保険制度〟

請願署名にご協力を

　協会では、「保険で良い歯科医
療を求める請願署名」（４月25日
号同封）に取り組んでいる。患者
さんに手渡しできるポケットティ
ッシュ付署名のご要望は協会（06-
6568-7731）まで。


